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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第2回院内研修　7/3（火）、4（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール

　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM

・看護グループ内研修　6月28日（木）　17:15～17:45　 会場：メンタル3階　会議室

勉強会内容：「救急対応」について　講師：西村SGM

救急対応は、月1回行う為、昨年参加した方も年に1回は出席すること。

・職員旅行（一泊旅行）について

　日程：2班～6/21（木）～6/22（金）、3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・納涼会について

　八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

三沢納涼会　8/7（火）18:00～20:00　場所：あおぞらクリニック駐車場及びテラス

参加費については、法人行事積立金より徴収。小学生:500円（現金徴収）未就学児:無料。

当日不参加の方は6/25～7/6までの間に各部署の担当委員に不参加届けを提出すること。

・勤務について

　小嶋SGM・柴崎：6/22（金）⇒ハローワークでの会議に参加

　慶長JGM：6/22（金）⇒午後から東北メディカル学院就職説明会に参加

・6/27（火）松川順子様ケア会議実施
・6/27（火）千葉学園、看護実習
・来週のカンファレンスについて

　6/26（火）のカンファレンスで、プログラムのタイトルや内容の確認を行う。出席するスタッフは、出席しないスタッフのタイトルを聞いて、参加するようこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に空包をスタッフと確認すると、今朝までのものが全て揃っている。ぼんやりとした表情をしており、口を尖らせている事が多く、昨日に比べ話し掛けも少ない。昨日、歯茎等の痛みの訴えがあり、痛みがある為、会話を避けている可能性が考えられる。プログラムへは参加しているが、プログラム中の発言なく、時折居眠りしているが問題なく過ごしている。引き続きデイケアでの過ごし方を観察していく。
・大下　伸治　様～表情冴えず「調子が悪い。」と話しており、詳細を尋ねると「頭がモヤモヤ、ぼんやりする。」と答えている為、無理のない範囲で過ごすよう促している。その後すぐに「何だか胸やけもする。」と話し、静養室で30分程静養、症状改善したとの事で穏やかに過ごしている。引き続き体調の変化がないか観察していく。
・高柳　和子　様～本人より電話があり、「母の命日が6月15日で父の命日が7月18日で疲れた。左足の裏と親指・小指が痛いので休みます。」と欠席を希望する旨の連絡がある。痛みに関しては左第1趾の化膿は軟膏を塗り、良くなってきているとのことだが、無理のないように歩行するよう助言している。声に張りはあるが「デイケアを週一回にしたい。」と話している為、理由を確認すると「プログラムの内容を覚えられない。」と話している。プログラム中は積極的に発言が出来ており、取り組みの状況は問題ないことを伝えるが「いやー難しいんだよ。」と話している。まだ、主治医へ相談していないとの事で来週の主治医面談時に伝えるよう促し終話、本日はデイケア欠席となる。最近、利用率が減少傾向にある。本人のデイケア利用日以外の過ごし方に関しては、室内にて電気を点けずに過ごす等、極端に活動性の低い傾向がある。また、上記過ごし方を続けた結果、過去に自殺企図に至ることがあった。今後、同様の行動に至る可能性が考えられる為、欠席に関する電話連絡等があった際には、可能な限り来所を促し、活動性の向上が図れるよう関わっていく。
・鈴木　知子　様～表情は穏やかだが、特定利用者（根地戸　恵様）の対応に困っていると話しており、話を傾聴している。根地戸様の友人を紹介すると言われ、以前断ったが「それで良かったかな。外で会うとお金も使うし、約束しても調子が悪くなって会えなかったら悪いし。」と自身を振り返っている。根地戸様へ上記内容をそのまま伝えることを提案すると「そうだよね。デイケアの中だけの付き合いにしたい。」と話しており、上手く話せない際にはスタッフへ相談するよう伝え重ねて伝えている。運動プログラムでは左膝の裏が痛いとのことで見学しており、膝痛に関しては主治医面談時に相談するとのこと。栄養指導終了後に「幻聴があった。淡路さんの声で鈴木さん！と呼ばれた。」と話しており、その場に淡路様が居なかったことを伝えると「そっか。大丈夫だよね。」と笑顔で話し、納得している様子が窺えている。
・曽我　泰庸　様～デイケアではぼんやりとしていることが多く、昼食時、荷物を準備し帰宅しようとしており、声掛けしている。「あれ、もう帰る時間じゃなかったっけ？」と話しており、まだ帰宅する時間ではないことを伝えるとすぐ荷物を片付けている。普段と異なる様子が窺える為、引き続き本人の言動に注意し観察していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～余暇時間等に階段扉前に立つことが多く、表情の硬さもある為、声掛けを行っている。自宅に帰りたいことや、仕事に就きお金を稼ぎたいことを話しており、傾聴している。現在無断外出することはないが、行動化する可能性が考えられる為、引き続き精神症状を観察しながら、所在確認を徹底していく。最近、上記内容の帰宅要求等が多く、同じ説明をスタッフが行っているが変化は窺えない。本人が納得出来ていない可能性がある為、来月のカンファレンス内で事例検討と青風荘・青陽館での今後の対応を話し合っていくこととしている。
・大下　良悦　様～青風荘より情報提供があり、本日の食事当番に当たっている為か、表情が硬い等緊張している様子が窺えるとのこと。本日のデイナイトケアでは、複数のスタッフに当番であることを報告しており、当番を意識している様子が窺えている。緊張状態が続くと病状に変化が現れる可能性がある為、引き続き注意し観察していく。
・中居　美津子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後に小野寺ノリ様の荷物を確認すると見覚えのないちふれクリームが入っており、本人も記憶にないこともあり、スタッフが預かっているとのこと。デイナイトケアにて、ちふれクリームを見せ、心当たりがあるか声を掛けると、「あげました」と答えており、理由について「近くで見るとシワがすごいから、誕生日なので」と話している。物のやり取りを禁止していることを説明すると、「あぁそうですか」と返答している。説明後に返却すると、了承し受け取っている。
・田中　一　様　～グループホーム世話人山口氏より、新しいグループホームに関して、青陽館にて面談を実施するとのこと。
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、昨晩もスタッフに、「膝が腫れている」との訴えが何度もあり、症状について「痛みはないが、気になる」と話していたとのこと。デイナイトケアでは、昨日同様に運動療法プログラムのウォーキングは不参加、他の運動は椅子に座ったまま動ける範囲で取り組んでいる。歩行時は右膝を曲げないようにゆっくりと歩いており、右膝が腫れていることを話している。やや熱感もみられているため、青風荘へ情報提供している。引き続き経過を観察していく。
ナイトケア
・東海林　紀子様～本人より架電があり、父親の見舞いに兄弟一緒に行き、主治医より余命や現状の説明を聞き、精神的にショックを受けたこと、今後の施設入居後、家族が1週間から2週間に1回は洗濯に行かなければならず、距離が近い自分が行かなければならないかもしれないことを話している。上記について今の自分の精神状態では自信がなく、どうすればいいのか相談したいと希望。6/27（水）に遠方で看護師をしている姉様と合流し再度見舞いに行く予定になっているとのことで、兄姉様に自分の状態を説明し、洗濯を続けていくのが無理かもしれないと思っていることを伝え、今後について十分話し合いをするように伝えると「そうですね、そうします」と返事をし、電話を終えている。
・関　秀治　様　～先日、特定デイケア利用者様（駒木洋士様）から頻回に電話が掛かってくることの相談があり、無理せずに断る等の対処法を確認していた。本日来所時に対処法の実践状況を確認、今週月曜日までは変らず電話が掛かってきており、遊びや外出に誘われたが、自分の体調を考え無理せず断っていたとのこと。確認した対処法を実践できていることを評価し、対応に困ることや生活上の問題がある際には無理せず相談しながら対処するよう促すと「そうします」と話している。
